
高調波流出電流計算書（その２） <様式-2>

業　種 受電電圧 kV kW

　　　高調波発生機器，受電用変圧器，高調波を低減する機器の設置位置・諸元・ 　　指針202-1の2.の「(4) 高調波流出電流の詳細計算と抑制対策の検討」の実施結果として，

　　　電気定数等，計算に必要な情報を必ず記載する。 　　高調波流出電流の計算過程を具体的に記載する。
　記載情報例
　　受電点短絡容量，電圧，三相・単相別，周波数，変圧器 (容量，台数，1次・2次電圧，%インピーダンス)，
　　進相コンデンサ(容量，台数，直列リアクトル容量)，自家用発電機 (容量，台数，%インピーダンス)

5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次 
計算書(その1)の高調波流出電流 [mA]

高調波流出電流の上限値 [mA]
対策要否判定

　　年　　月　　日

構内単線結線図 高調波流出電流の詳細計算
と抑制対策の検討

低減後の高調波流出電流 [mA]

　　申込年月日 　　年　　月　　日

　　受付№

お客さま名 契約電力相当値 補正率β 　　受付年月日

－附録Ⅱ－

高調波流出電流計算書（その２） <様式-2>

業　種 受電電圧 kV kW

　　　高調波発生機器，受電用変圧器，高調波を低減する機器の設置位置・諸元・ 　　指針202-1の2.の「(4) 高調波流出電流の詳細計算と抑制対策の検討」の実施結果として，

　　　電気定数等，計算に必要な情報を必ず記載する。 　　高調波流出電流の計算過程を具体的に記載する。
　記載情報例
　　受電点短絡容量，電圧，三相・単相別，周波数，変圧器 (容量，台数，1次・2次電圧，%インピーダンス)，
　　進相コンデンサ(容量，台数，直列リアクトル容量)，自家用発電機 (容量，台数，%インピーダンス)

5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次 
計算書(その1)の高調波流出電流 [mA]

高調波流出電流の上限値 [mA]
対策要否判定

　　年　　月　　日

構内単線結線図 高調波流出電流の詳細計算
と抑制対策の検討

低減後の高調波流出電流 [mA]

　　申込年月日 　　年　　月　　日

　　受付№

お客さま名 契約電力相当値 補正率β 　　受付年月日

－附録Ⅱ－

<様式-1>

高調波流出電流計算書（その１）

業　種 受電電圧 kV kW ※1

　　　高　調　波　発　生　機　器 ②　※2 ③ ④=②×③ ⑤ ⑥ ⑦=④×⑥ ⑨　※2 ⑩ ⑪=⑨×高調波発生量×⑩
定格入力 定格入力 回路 換算 等価 定格入力 最大

容量 台数 容量 種別№ 係数 容量 電流 稼働率 高調波流出電流[mA]
№ 機器名称 製造業者 型式 相数 （合計） (受電電圧

Pi Ki Ki×Pi 換算値) k
[kVA] [kVA] [kVA] [mA] [％] 5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次 

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

<記入方法>

第１ステップ ⑬=⑫×β
○

○ 回路種別No.10の機器は，当該機器の製造業者が作成する<様式-3>， 対策要否判定
カタログ，仕様書等により，換算係数，高調波電流発生量を確認する。

○ 次のⅠ～Ⅴのうち，該当条件にチェックマークを記入する。

□　Ⅰ．高圧受電　　　□　Ⅲ．進相コンデンサが全て直列リアクトル付 ⑮=契約電力相当値1kW当たりの高調波流出電流の上限値×①

□　Ⅱ．ビル　　　　 　　□　Ⅳ．換算係数Ki=1.8を超過する機器なし 5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次 

□　Ⅴ．高調波発生機器比率35％以下（④の合計値／①×100≦35％）

　　→　Ⅰ～Ⅴ全て該当する場合は，⑦以降の検討は不要。 ※1 「ビルの規模による補正率」をいい，βに表202-3-3の値を適用する。ただし，表202-3-3は標準値で

　　→　ⅠかつⅢに該当する場合は，低減係数0.9を適用し，⑧’を計算する。 　　　あり，高調波発生機器の稼働パターンに特徴がある等の場合には，一般送配電事業者との協議により

○ 限度値 50kVA(6.6kV受電)，300kVA(22,33kV受電)，2,000kVA(66kV以上受電)　により判定する。 　　　 「ビルの規模による補正率」を決定する。また，ビル以外の場合は，1を適用する。 

→　P０（⑧又は⑧’） ＞ 限度値　となる場合は，第２ステップへ ※2 厳密には，②に基本波入力容量，⑨に基本波入力電流を用いて計算することが望ましいが，

第２ステップ 　　　定格入力容量，定格入力電流を用いて計算してもよい。

○ 対象次数：高次の高調波が特段の支障とならない場合は，第5次及び第7次とする。 作成者
○ ⅠかつⅢに該当する場合は，低減係数γn　(γ5=0.7，γ7=0.9，γ11以上は1.0)を適用し，⑭を計算する。

○ 高調波流出電流（⑬又は⑭） ＞ 高調波流出電流の上限値(⑮)　となる場合は，

指針202-1の2.の「(4) 高調波流出電流の詳細計算と抑制対策の検討」を実施し，この内容を計算書（その２）に記載する。

詳細計算では，低減係数γnを適用できないため，⑭ではなく⑬の値をもとにして検討する。

上限値 [mA]

高調波発生機器を全て抽出し，必要事項を記入する。 限度値 [kVA] ⑭=⑬×γn

第2ステップの検討要否判定

次  数

高調波流出電流の上限値

⑧ =∑⑦　　　　　　　　合計 P0 ⑫　　合計 In
⑧'=⑧×0.9 （ⅠかつⅢに該当する場合）

第１ステップ 第２ステップ

　　申込年月日 　　年　　月　　日

　　受付№
お客さま名 契約電力相当値 補正率β 　　受付年月日 　　年　　月　　日①

I0
I1

高調波流出電流計算書（その２） <様式-2>

業　種 受電電圧 kV kW

　　　高調波発生機器，受電用変圧器，高調波を低減する機器の設置位置・諸元・ 　　指針202-1の2.の「(4) 高調波流出電流の詳細計算と抑制対策の検討」の実施結果として，

　　　電気定数等，計算に必要な情報を必ず記載する。 　　高調波流出電流の計算過程を具体的に記載する。
　記載情報例
　　受電点短絡容量，電圧，三相・単相別，周波数，変圧器 (容量，台数，1次・2次電圧，%インピーダンス)，
　　進相コンデンサ(容量，台数，直列リアクトル容量)，自家用発電機 (容量，台数，%インピーダンス)

5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次 
計算書(その1)の高調波流出電流 [mA]

高調波流出電流の上限値 [mA]
対策要否判定

　　年　　月　　日

構内単線結線図 高調波流出電流の詳細計算
と抑制対策の検討

低減後の高調波流出電流 [mA]

　　申込年月日 　　年　　月　　日

　　受付№

お客さま名 契約電力相当値 補正率β 　　受付年月日

－附録Ⅱ－

高調波計算書の書き方

LJ-357-A

クイック マニュアル

『高調波計算書』って

意外とカンタン！？

僕と一緒にやってみよう！

アクティブフィルタ

詳細計算で上限値を満足しない場合、最後の判定（STEP６）へ  

エネQ博士

STEP５以降、計算書（その2）の作成になります。
専門的な内容のため、作成はシヅキにお任せください！！ シヅキに  

お任せください！

電流値詳細計算
高調波流出電流計算書(その2)にて電気回路計算をし、電源へ流出する高調波電流を
次数ごとに計算します。

STEP

5

・ 機器への分流計算

・ 進相コンデンサ設備へ
  流入する高調波成分の計算

例)分流計算

I1=I0× Z1+Z2
Z2

上記の式を用いてIn ⇒ Isまでを算出します。

※低圧進相コンデンサ、低圧直列リアクトルがある場合は、
系統(変圧器)ごとに分流計算を行う必要があります。

高調波発生機器が、
「どの系統に接続されるか」の

情報が必要です。

アクティブフィルタによる
　高調波低減計算

高調波対策の変更または対策機器の検討
上限値を満足できるように高調波対策を検討します。

STEP

6

・ 機器への分流計算

・ 進相コンデンサ設備へ
  流入する高調波成分の計算

特徴

発生している高調波を検出し、逆位相の
電流を出力することで高調波を打ち消す
装置です。

対象次数
総合補償率
力率改善効果

2～25次（全次数自動補償）

80～85%
なし

パッシブフィルタ

特徴

リアクトルとコンデンサの直列共振現象
を利用し、高調波を吸収する装置です。

対象次数
総合補償率
力率改善効果

主に５、７、11次
70~75%（電源条件により変動）

あり

〒662-0867 兵庫県西宮市大社町10 -45  TEL0798-74-5821（代） FAX0798-73-0807

https://www.shizuki.co.jp/ https://www.shizuki.co.jp/electric/frequency/calculation/

シヅキの自動計算用入力シート
ダウンロードはこちら
指月  高調波計算書

2026.8 CG 0000

計算書の作成に不安がある場合は？
シヅキの自動計算用入力シートをご活用ください！
計算書に関するお困りごと、対策機器に関するお困りごと等、
お気軽にお問合せください。

（例）

（例）
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高調波流出電流計算書（高調波計算書）とは？

高調波計算書作成に必要な情報の入手STEP

お客様の設備から発生する高調波が、高調波抑制対策技術指針に定められた判定基準に
適合しているかを証明するための書類です。

高調波計算書（その1）の下記項目を入手してください。

次の５条件を満たすか確認してください。
すべて満足する場合は「検討終了」とし、その後の計算/高調波対策の必要はありません。

●設備を「新設」または「増設」する場合
●「契約電力」または「受電電圧」を変更する場合

右のいずれかに該当する場合、
電力会社への提出が必要です。

1

検討要否判断STEP

2

はじめに

回路種別分類番号の例 機器最大稼働率の例
汎用インバータの場合（６相整流/コンデンサ平滑あり)

条件 高圧受電 
6.6kVである。（特別高圧受電の場合は該当しません）

ビル
主たる使用機器が空調および照明等である。

「事務所・ホテル・店舗・学校・病院等」（※工場を除く）
（判断がつかない場合は、送配電事業者に該当/非該当をご確認ください）

進相コンデンサがすべて直列リアクトル付 
L=6％品のみ、高圧/低圧のどちらでも該当。

（L=13％品が一つでも含まれる場合は該当しません）

換算係数が1.8を超える回路種別の機器が一台もない
❶

条件
❶

条件
❸高圧受電 進相コンデンサがすべて直列リアクトル付 

条件
❶

条件
❸高圧受電 進相コンデンサがすべて直列リアクトル付 

条件
換算係数 Ki =1.8を超過する機器なし 

❹

条件
❷

条件
❸

機器の高調波発生度合いを表した数値。
回路種別分類番号に紐づいている※換算係数…

条件 高調波発生機器比率が35%以下 
❺ ※高調波発生機器比率…「定格容量の合計値/契約電力相当値」

等価容量による判断（計算による判定）STEP

等価容量の合計値P0を計算し、限度値と比較します。

各機器の次数別高調波流出電流を算出し、
簡易計算可能な低減効果を考慮したうえで上限値と比較します。

3

電流値簡易計算（計算による判定）STEP

4

等価容量 限度値
すべての高調波機器を回路種別K11の容量に置き換えた値 受電電圧ごとに規定

５条件を１つでも満たしていない場合、
次の判定（STEP３）へ 高調波流出電流が上限値を超え、

対策要否判定が「要」の場合、次の判定（STEP5）へ
STEP３以降、シヅキの『自動計算用入力シート』を使えば、複雑な計算は必要ありません！

機器容量 × 台数 × 換算係数Ki

次数別高調波流出電流 =                     

条件❶❸のどちらにも該当する場合は、
等価容量合計値P0に×0.9し、限度値と比較

条件
❷ ビル

条件❷に該当する場合は、
5次～25次の高調波に

補正率（×β）を適用

条件❶❸のどちらにも該当する場合は、
5次と7次の高調波に
低減係数（×γ）を適用

の場合、次の判定（STEP４）へ 等価容量合計値 限度値 ＞

次数別高調波
流出電流の計算式

合計容量Pi

√3 ×受電電圧
回路種別分類番号別
高調波発生量× 稼働率 × 

受電電圧換算の定格電流値

※11次以降は適用できません
※L=13%品が一つでも含まれる場合は適用できません

※K10の場合はメーカーより申告値を入手してください

シヅキのシートなら

自動計算＆

自動判定！

シヅキのシートなら

自動計算＆

自動判定！

300以下
500
1000

2000以上

契約電力相当値［kW］ 補正率β
1

0.9
0.85
0.8

6.6kV

22/33kV

66kV以上

受電電圧 限度値

50kVA

300kVA

2000kVA

第5次高調波
第7次高調波

低減係数γn
γ5=0.7
γ7 =0.9

0

100

［%］

［分］30 60 90

平均稼働率

1年間

最大
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受電電圧
6.6kV
22kV
66kV

5次
3.5
1.8

0.59

7次
2.5
1.3

0.42

11次
1.6

0.82
0.27

13次
1.3

0.69
0.23

17次
1

0.53
0.17

19次
0.9
0.47
0.16

23次
0.76
0.39
0.13

25次
0.7
0.36
0.12

回路種別分類番号別高調波発生量 … 1 [kVA]あたりの高調波発生比率[%]

上限値 … 受電電圧ごとに契約電力相当値
　　　　　　　1[kW]あたりの流出電流上限値が規定

受電電圧…〈6.6kV〉 契約電力未定の場合は
見込み値でもよいので記載をお願いします。など〈 22kV〉

機器名称 台 数

契約電力…

機器の定格運転容量です。
単位は必ず［kVA］でご入力ください。定格容量…

回路種別分類番号… 機器最大稼働率…
インバータの整流回路を構成に
よって分類したもの。機器の回路
構成から適当な番号を割当てます。

１年の中で「30分間の平均稼働率」
が最大となるときの値
※１年間の平均稼働率ではありません。

ACL DCLインバータ

Lなし            ： K31

ACLつき        ： K32

DCLつき          ： K33

ACL/DCLつき： K34
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高調波流出電流計算書（高調波計算書）とは？

高調波計算書作成に必要な情報の入手STEP

お客様の設備から発生する高調波が、高調波抑制対策技術指針に定められた判定基準に
適合しているかを証明するための書類です。

高調波計算書（その1）の下記項目を入手してください。

次の５条件を満たすか確認してください。
すべて満足する場合は「検討終了」とし、その後の計算/高調波対策の必要はありません。

●設備を「新設」または「増設」する場合
●「契約電力」または「受電電圧」を変更する場合

右のいずれかに該当する場合、
電力会社への提出が必要です。

1

検討要否判断STEP

2

はじめに

回路種別分類番号の例 機器最大稼働率の例
汎用インバータの場合（６相整流/コンデンサ平滑あり)

条件 高圧受電 
6.6kVである。（特別高圧受電の場合は該当しません）

ビル
主たる使用機器が空調および照明等である。

「事務所・ホテル・店舗・学校・病院等」（※工場を除く）
（判断がつかない場合は、送配電事業者に該当/非該当をご確認ください）

進相コンデンサがすべて直列リアクトル付 
L=6％品のみ、高圧/低圧のどちらでも該当。

（L=13％品が一つでも含まれる場合は該当しません）

換算係数が1.8を超える回路種別の機器が一台もない
❶

条件
❶

条件
❸高圧受電 進相コンデンサがすべて直列リアクトル付 

条件
❶

条件
❸高圧受電 進相コンデンサがすべて直列リアクトル付 

条件
換算係数 Ki =1.8を超過する機器なし 

❹

条件
❷

条件
❸

機器の高調波発生度合いを表した数値。
回路種別分類番号に紐づいている※換算係数…

条件 高調波発生機器比率が35%以下 
❺ ※高調波発生機器比率…「定格容量の合計値/契約電力相当値」

等価容量による判断（計算による判定）STEP

等価容量の合計値P0を計算し、限度値と比較します。

各機器の次数別高調波流出電流を算出し、
簡易計算可能な低減効果を考慮したうえで上限値と比較します。

3

電流値簡易計算（計算による判定）STEP

4

等価容量 限度値
すべての高調波機器を回路種別K11の容量に置き換えた値 受電電圧ごとに規定

５条件を１つでも満たしていない場合、
次の判定（STEP３）へ 高調波流出電流が上限値を超え、

対策要否判定が「要」の場合、次の判定（STEP5）へ
STEP３以降、シヅキの『自動計算用入力シート』を使えば、複雑な計算は必要ありません！

機器容量 × 台数 × 換算係数Ki

次数別高調波流出電流 =                     

条件❶❸のどちらにも該当する場合は、
等価容量合計値P0に×0.9し、限度値と比較

条件
❷ ビル

条件❷に該当する場合は、
5次～25次の高調波に

補正率（×β）を適用

条件❶❸のどちらにも該当する場合は、
5次と7次の高調波に
低減係数（×γ）を適用

の場合、次の判定（STEP４）へ 等価容量合計値 限度値 ＞

次数別高調波
流出電流の計算式

合計容量Pi

√3 ×受電電圧
回路種別分類番号別
高調波発生量× 稼働率 × 

受電電圧換算の定格電流値

※11次以降は適用できません
※L=13%品が一つでも含まれる場合は適用できません

※K10の場合はメーカーより申告値を入手してください

シヅキのシートなら

自動計算＆

自動判定！

シヅキのシートなら

自動計算＆

自動判定！

300以下
500
1000

2000以上

契約電力相当値［kW］ 補正率β
1

0.9
0.85
0.8

6.6kV

22/33kV

66kV以上

受電電圧 限度値

50kVA

300kVA

2000kVA

第5次高調波
第7次高調波

低減係数γn
γ5=0.7
γ7 =0.9

0

100

［%］

［分］30 60 90

平均稼働率

1年間

最大
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受電電圧
6.6kV
22kV
66kV

5次
3.5
1.8

0.59

7次
2.5
1.3

0.42

11次
1.6

0.82
0.27

13次
1.3

0.69
0.23

17次
1

0.53
0.17

19次
0.9
0.47
0.16

23次
0.76
0.39
0.13

25次
0.7
0.36
0.12

回路種別分類番号別高調波発生量 … 1 [kVA]あたりの高調波発生比率[%]

上限値 … 受電電圧ごとに契約電力相当値
　　　　　　　1[kW]あたりの流出電流上限値が規定

受電電圧…〈6.6kV〉 契約電力未定の場合は
見込み値でもよいので記載をお願いします。など〈 22kV〉

機器名称 台 数

契約電力…

機器の定格運転容量です。
単位は必ず［kVA］でご入力ください。定格容量…

回路種別分類番号… 機器最大稼働率…
インバータの整流回路を構成に
よって分類したもの。機器の回路
構成から適当な番号を割当てます。

１年の中で「30分間の平均稼働率」
が最大となるときの値
※１年間の平均稼働率ではありません。

ACL DCLインバータ

Lなし            ： K31

ACLつき        ： K32

DCLつき          ： K33

ACL/DCLつき： K34



高調波流出電流計算書（その２） <様式-2>

業　種 受電電圧 kV kW

　　　高調波発生機器，受電用変圧器，高調波を低減する機器の設置位置・諸元・ 　　指針202-1の2.の「(4) 高調波流出電流の詳細計算と抑制対策の検討」の実施結果として，

　　　電気定数等，計算に必要な情報を必ず記載する。 　　高調波流出電流の計算過程を具体的に記載する。
　記載情報例
　　受電点短絡容量，電圧，三相・単相別，周波数，変圧器 (容量，台数，1次・2次電圧，%インピーダンス)，
　　進相コンデンサ(容量，台数，直列リアクトル容量)，自家用発電機 (容量，台数，%インピーダンス)

5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次 
計算書(その1)の高調波流出電流 [mA]

高調波流出電流の上限値 [mA]
対策要否判定

　　年　　月　　日

構内単線結線図 高調波流出電流の詳細計算
と抑制対策の検討

低減後の高調波流出電流 [mA]

　　申込年月日 　　年　　月　　日

　　受付№

お客さま名 契約電力相当値 補正率β 　　受付年月日

－附録Ⅱ－

高調波流出電流計算書（その２） <様式-2>

業　種 受電電圧 kV kW

　　　高調波発生機器，受電用変圧器，高調波を低減する機器の設置位置・諸元・ 　　指針202-1の2.の「(4) 高調波流出電流の詳細計算と抑制対策の検討」の実施結果として，

　　　電気定数等，計算に必要な情報を必ず記載する。 　　高調波流出電流の計算過程を具体的に記載する。
　記載情報例
　　受電点短絡容量，電圧，三相・単相別，周波数，変圧器 (容量，台数，1次・2次電圧，%インピーダンス)，
　　進相コンデンサ(容量，台数，直列リアクトル容量)，自家用発電機 (容量，台数，%インピーダンス)

5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次 
計算書(その1)の高調波流出電流 [mA]

高調波流出電流の上限値 [mA]
対策要否判定

　　年　　月　　日

構内単線結線図 高調波流出電流の詳細計算
と抑制対策の検討

低減後の高調波流出電流 [mA]

　　申込年月日 　　年　　月　　日

　　受付№

お客さま名 契約電力相当値 補正率β 　　受付年月日

－附録Ⅱ－

<様式-1>

高調波流出電流計算書（その１）

業　種 受電電圧 kV kW ※1

　　　高　調　波　発　生　機　器 ②　※2 ③ ④=②×③ ⑤ ⑥ ⑦=④×⑥ ⑨　※2 ⑩ ⑪=⑨×高調波発生量×⑩
定格入力 定格入力 回路 換算 等価 定格入力 最大

容量 台数 容量 種別№ 係数 容量 電流 稼働率 高調波流出電流[mA]
№ 機器名称 製造業者 型式 相数 （合計） (受電電圧

Pi Ki Ki×Pi 換算値) k
[kVA] [kVA] [kVA] [mA] [％] 5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次 

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

<記入方法>

第１ステップ ⑬=⑫×β
○

○ 回路種別No.10の機器は，当該機器の製造業者が作成する<様式-3>， 対策要否判定
カタログ，仕様書等により，換算係数，高調波電流発生量を確認する。

○ 次のⅠ～Ⅴのうち，該当条件にチェックマークを記入する。

□　Ⅰ．高圧受電　　　□　Ⅲ．進相コンデンサが全て直列リアクトル付 ⑮=契約電力相当値1kW当たりの高調波流出電流の上限値×①

□　Ⅱ．ビル　　　　 　　□　Ⅳ．換算係数Ki=1.8を超過する機器なし 5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次 

□　Ⅴ．高調波発生機器比率35％以下（④の合計値／①×100≦35％）

　　→　Ⅰ～Ⅴ全て該当する場合は，⑦以降の検討は不要。 ※1 「ビルの規模による補正率」をいい，βに表202-3-3の値を適用する。ただし，表202-3-3は標準値で

　　→　ⅠかつⅢに該当する場合は，低減係数0.9を適用し，⑧’を計算する。 　　　あり，高調波発生機器の稼働パターンに特徴がある等の場合には，一般送配電事業者との協議により

○ 限度値 50kVA(6.6kV受電)，300kVA(22,33kV受電)，2,000kVA(66kV以上受電)　により判定する。 　　　 「ビルの規模による補正率」を決定する。また，ビル以外の場合は，1を適用する。 

→　P０（⑧又は⑧’） ＞ 限度値　となる場合は，第２ステップへ ※2 厳密には，②に基本波入力容量，⑨に基本波入力電流を用いて計算することが望ましいが，

第２ステップ 　　　定格入力容量，定格入力電流を用いて計算してもよい。

○ 対象次数：高次の高調波が特段の支障とならない場合は，第5次及び第7次とする。 作成者
○ ⅠかつⅢに該当する場合は，低減係数γn　(γ5=0.7，γ7=0.9，γ11以上は1.0)を適用し，⑭を計算する。

○ 高調波流出電流（⑬又は⑭） ＞ 高調波流出電流の上限値(⑮)　となる場合は，

指針202-1の2.の「(4) 高調波流出電流の詳細計算と抑制対策の検討」を実施し，この内容を計算書（その２）に記載する。

詳細計算では，低減係数γnを適用できないため，⑭ではなく⑬の値をもとにして検討する。

上限値 [mA]

高調波発生機器を全て抽出し，必要事項を記入する。 限度値 [kVA] ⑭=⑬×γn

第2ステップの検討要否判定

次  数

高調波流出電流の上限値

⑧ =∑⑦　　　　　　　　合計 P0 ⑫　　合計 In
⑧'=⑧×0.9 （ⅠかつⅢに該当する場合）

第１ステップ 第２ステップ

　　申込年月日 　　年　　月　　日

　　受付№
お客さま名 契約電力相当値 補正率β 　　受付年月日 　　年　　月　　日①

I0
I1

高調波流出電流計算書（その２） <様式-2>

業　種 受電電圧 kV kW

　　　高調波発生機器，受電用変圧器，高調波を低減する機器の設置位置・諸元・ 　　指針202-1の2.の「(4) 高調波流出電流の詳細計算と抑制対策の検討」の実施結果として，

　　　電気定数等，計算に必要な情報を必ず記載する。 　　高調波流出電流の計算過程を具体的に記載する。
　記載情報例
　　受電点短絡容量，電圧，三相・単相別，周波数，変圧器 (容量，台数，1次・2次電圧，%インピーダンス)，
　　進相コンデンサ(容量，台数，直列リアクトル容量)，自家用発電機 (容量，台数，%インピーダンス)

5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次 
計算書(その1)の高調波流出電流 [mA]

高調波流出電流の上限値 [mA]
対策要否判定

　　年　　月　　日

構内単線結線図 高調波流出電流の詳細計算
と抑制対策の検討

低減後の高調波流出電流 [mA]

　　申込年月日 　　年　　月　　日

　　受付№

お客さま名 契約電力相当値 補正率β 　　受付年月日

－附録Ⅱ－

高調波計算書の書き方

LJ-357-A

クイック マニュアル

『高調波計算書』って

意外とカンタン！？

僕と一緒にやってみよう！

アクティブフィルタ

詳細計算で上限値を満足しない場合、最後の判定（STEP６）へ  

エネQ博士

STEP５以降、計算書（その2）の作成になります。
専門的な内容のため、作成はシヅキにお任せください！！ シヅキに  

お任せください！

電流値詳細計算
高調波流出電流計算書(その2)にて電気回路計算をし、電源へ流出する高調波電流を
次数ごとに計算します。

STEP

5

・ 機器への分流計算

・ 進相コンデンサ設備へ
  流入する高調波成分の計算

例)分流計算

I1=I0× Z1+Z2
Z2

上記の式を用いてIn ⇒ Isまでを算出します。

※低圧進相コンデンサ、低圧直列リアクトルがある場合は、
系統(変圧器)ごとに分流計算を行う必要があります。

高調波発生機器が、
「どの系統に接続されるか」の

情報が必要です。

アクティブフィルタによる
　高調波低減計算

高調波対策の変更または対策機器の検討
上限値を満足できるように高調波対策を検討します。

STEP

6

・ 機器への分流計算

・ 進相コンデンサ設備へ
  流入する高調波成分の計算

特徴

発生している高調波を検出し、逆位相の
電流を出力することで高調波を打ち消す
装置です。

対象次数
総合補償率
力率改善効果

2～25次（全次数自動補償）

80～85%
なし

パッシブフィルタ

特徴

リアクトルとコンデンサの直列共振現象
を利用し、高調波を吸収する装置です。

対象次数
総合補償率
力率改善効果

主に５、７、11次
70~75%（電源条件により変動）

あり

〒662-0867 兵庫県西宮市大社町10 -45  TEL0798-74-5821（代） FAX0798-73-0807

https://www.shizuki.co.jp/ https://www.shizuki.co.jp/electric/frequency/calculation/

シヅキの自動計算用入力シート
ダウンロードはこちら
指月  高調波計算書

2026.8 CG 0000

計算書の作成に不安がある場合は？
シヅキの自動計算用入力シートをご活用ください！
計算書に関するお困りごと、対策機器に関するお困りごと等、
お気軽にお問合せください。

（例）

（例）


